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○コンビナートの魅力を発信
工場の写真集で各地の工場夜景が注目を浴びるように

なり、四日市観光協会では「コンビナート夜景クルーズ」
を企画することとなりました。わが国を代表するコンビ
ナートの夜景を市内外の人に広く知ってもらいたいとい
う観点で、コンビナート企業ＯＢの私たち４人にクルー
ズのガイドの依頼があり、ボランティアガイドを引き受
けました。
これからも、「観光都市四日市」を目指し、夜景クルー

ズを通して四日市のさまざまな魅力を発信していきたい
と思っています。

○臨機応変に四日市港を案内
クルーズガイ

ドを始めた当初
は、原稿通りの
ぎこちない案内
でしたが、回を
重ねるごとに説
明に工夫を加え
てきました。
船の長さが約

300ｍもある液
化天然ガスを運ぶＬＮＧ船や大型タンカーが行き交い、毎
回変化する夜景をより多く楽しんでもらうために、臨機
応変に分かりやすい説明を心がけています。
海上から見る四日市港や水面に映るコンビナートの夜

景は、陸からでは見られない不思議な魅力があり、ポー
トビルからの夜景やクルーズ終盤の塩浜地区の石油化学
コンビナートの夜景はかなり見応えがあってお薦めです。

○コンビナートを身近に感じてもらうために
「公害のまち 四日市」から半世紀あまり経ち、美しい
海、空を取り戻した今の四日市をより多くの方々に感じ
てもらい、また、私たちの生活に欠かせないものを作っ
ているコンビナート工場を少しでも知ってもらうために
これからも続けていきたいと思っています。

○お客さんの笑顔が励みに
女性グループやさまざまな年代層の方、県外からも来

てもらい、喜んでいます。船を下りるときに「参加して
良かった」や「また乗りたい」と言われると続けてきた
かいがあったと思います。今年は５月から始まります。
市民の皆さん、船上でお待ちしています。

→

古川勝敏さん
ふる かわ かつ とし

観光都市四日市の魅力を発信するため、平成22
年から始まった、船からコンビナートの夜景を鑑賞
する四日市コンビナート夜景クルーズのガイドを
務める古川勝敏さんにお話を聞きました。

塩浜地区の石油化学コンビナートの夜景

四日市観光協会
（緯357－0381 火曜日休館）

問い合わせ先

案内する古川さん

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：５月11日〜６月10日 ６：40・20：30

（土・日曜日は６：40を９：00に変更）
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

◆大門山散策路で気持ちよくウォーキング
頂上からの眺めが最高!
大門山周辺の生活道を「かわしま里山を愛する会」の皆さん

が散策路として整備し、地域住民から親しまれています。大門
山は大正時代、大阪の米相
場を東京に知らせるため
に、中継点の桑名・名古屋
への取り次ぎをする「のろ
し場」として活用され、煙
の色によって米相場の動き
を知らせていたと言われて
います。

◆ビオガーデン
自然をつなげる拠点にするためにみんなで力を合わせています
ビオガーデンは昨年、「川島地区連合自治会」、「西部自治会

ビオガーデンクラブ」の皆さんが中心となって力を合わせて
整備しました。小型耕運機などで土地をならし、近くの竹林
から竹を伐採加工して歩道に敷いたり、周囲の柵などを作っ
たりしました。雪の日に作業を行ったこともあり、昨年４月
に花の植え込みが終わり、完成しました。

近隣の県指定天然記念物の「川島町のシデコブシ群落」
とビオトープ、それに鹿化川の千本桜が加わることによ
って、点から線の散策ルートになることを願って、日々
ボランティアの人たちは整備に汗を流しています。

川島地区は昔、山林に囲まれた地域でしたが、団地開発が進み、地区内の様子も昔とは随分変わりました。そ
のような中で、今回はボランティアの人たちが昔からの生活道やその周辺を保全整備している、すばらしいスポ
ットを紹介します。

ビオガーデンと千本桜

川島地区団体事務局
（緯322－3019 胃322－6122
9：00〜12：00 13：00〜16：00）

問い合わせ先

ビオガーデンの整備風景

大門山頂上にある「のろし櫓」からの眺望は
すばらしく、天気のいい日は、遠くは御嶽山
まで眺めることができます。ぜひ、お越しく
ださい。のろし櫓付近の整備

やぐら




